
?貫め1<草は雑草軍量生量令 1/4-1/51二減少し

土aそして盤放も除草匹さ比較しτ5-9%

崎加した。又同じ〈堆肥200-3∞貫費皮革は羅

草治1/2-1/Hニ減少しす三、じかじ般牧は除草

匝よめ$，-7%少かった。
並木緩及卒畦直矯固にて夢停 10Q貫反権肥

200貫!mc帯:は分量が少遁ぎて軍査が薄いので

損呆が少なお、っすこq
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本試験.の経費t童文部省棋聖担椀究費及日本感術i震

実曾助成令の充宮にようて丞行した、主主1:;tIA.i

で雨忽局1:樹:aをま更する。

簡単獄験;こ助力せられた伊履重明、秩困恒郎、

t西国滋子諸民の事?を周'-<謝する。

大麦品種'の秤歩合に就て

坂野捕

1・緒 宮大多肢の全電量I二劃する蒋電量
Q."割合:即ち秤歩合は紙候土境等栽植傑件に依

ゃτも相官の&謡ぞ受げるが、同一様件で成育
さ:せた品種の開にも可なわの差異があるq ごの

火事堅梓歩合の多少は、大.11-利用上注目-t~念特

挫であの、縫って穀物検査の鼠要項目さなり、

虫、育種上に於τ副主意すべき特徴さ見倣され
る。それ故、外圃に於て・は、早〈から蒋歩合t二

劃して研究者F行ひ、特にぜ-t大多の具備すぺ

き理皐的性質さして粒の克貰度及び重量、色湾

成守・奉さ来に宥歩合を兎要なμ 項目ざして注意

を排ってゐるc本邦では安藤博土何の調査報告

を嘱矢さするが、二瓶氏(~)，ま嫡輔上の立場から

本邦各地産の皮穿771誌に就τ研究し、梓歩合の
重要性令指摘じてゐる。併し、その7hにはこれ
記.闘する研究は見られない械である。

著者は大多育種上の見地より、蒋歩合φ品種

..異並に大葬の諸特性さめ聞係に就て些カ、研

究したの"C.その結果の大要や報告するq

2実験材料及び得歩合検定法本質肢に
私用した品種は本邦各地の奨冊品種及び夜来種

彦主'さする庇重F.166種である。その試料は昭和

Ao年詰所圃揚iニ於て 1本組じ誌ものから採取b
fこ白肉、満州、中華、敵州諸外岡，の品種及びピ

害事 夫
1 

ール大場f.35品種も併せて調査しに。向大夢の議
特性の調査は昭和19年度l二議植らすこ品種の特性

;r基礎ざし、前年度の賀料も参照じた:0

梓歩合検定は Lu王fの方法l'こ依った"~p ち3

4共試位は厳重な位準高?行ひ、不完全位を除却じ
又唱でのある品種はその基部去り各戸桜の程度

に切落した50粒~ 105PCの定温乾燥器に入れ、

無7k蹴離t二怒る迄乾棋、秤量し?三也これぞ煮漁
場中に5%の・アンそ ιヤ水lOa:さ共に人れて.

樹L、80・cで1時間勲も後取出Lて、ピンセ
ヲ+及び，j、針で存さ枇~si離し七q これを重量

の既知t.r.る時計皿上に集め、 1060Cで乾燥じ、
冷却後、梓の軍量;z.秤った0・而ιτ、7":'-'そニ
ャの嵩tニ洗はれて減量じた量密補正する露、見

出し?之る重量とそのl;1Oj，を加へた。各品種の碍
歩合lま何れ.も 2匡の卒均によったが、その差1

%日上の時は夏に1回行つ士。

ここに存さは内、外額及び底制令含み、種、

果皮は含まなh、。穂、果皮が尖l二剥離きれずニ場

合は、こわや除Lサこ司

3・実験結果 、

(1)樟歩合の品種間差異調査金品種の梓歩

合は附表の如〈であり、金品種寺本邦及び満州

中華、肱州別、ニ様、六傍及び坊主大牽に分け

声~ 26- E民事研究第3711密集411146-1釦"19晶7)



第 1 ・表 蒋歩合の品車問費込

ぷぞ:1 7.0...3.6 9.0 9.5. 10.0 10.5' 11.0 11.512…18.0 13.5川 ][ ，土 圃

内 二銭種 1 1 3 3 4， 1 2 ，9.1 土 0.8931 

六後種 2 13 26 26 28 18 ~ 10 11 l 1 11.19 土 0.8675 
;tl !;o主 1 5 ・2 1 1宮..78 土 0.5152 

~掛| 中 手望電書 3 2 3 1 11.22 土 0.392jJ 
プ可 後 • 一一一• 6 6 4 1 1 1 9.印土 0.7683 

、

&'!i 六銭纏
， 宮 3 1 1 10.63， t土 0.7780 

τ、夫等の存歩合の費呉を示すさ第1去の如〈
である。

第1表に明かな如:ぐ、秤歩台は品種聞に著し

い費異があるこさがわかる。まづ本邦品種i二つ

い℃見る写、二候大葬(ピール大要〉は1t帳太

審よめも概して秤歩合が低<(兵庫鯨産ずール

ダンメロンでは6.7%)，雨者の差は貨に手相

1.6'%にも達する。而して、六傑大事w坊主大
夢 〈側列無芭種〉峠殊に秤歩合が高いこさが認

められる。 満州、中華'の大若手l式本邦の六保種t二
大値似ている。これに反しEt米φ六様種は本邦
の六候種より碍歩合が明かじ低い。併し、その

ご傑種は本邦産土保大~の費異さ異らないa

(2)諸特性さの闘係に就て

A、粧の小銀三蒋歩合近藤博士の(1回9)に

依J93;小型F、ラ，，~夢等tニ於ては穀粒面tこ鍛の多，

いのは皮の厚い謹操さされてゐるがも皮多では

反封にIJ、鍍の多いもめは皮の薄い誼嬢ざしてゐ

る。叉、この11、鍛は、その穿にさって、気候の

不適な場所、重粘:tの所では出来今、-大鍛が出

来るさ云ほれτゐる。さて、 IJ、鍛さ符歩合め開
係そ見るさ第2去の如くなるロ

・第2表 小雛の多ふさ存歩合

小敏 I~ I中|小
枠多令μI9卸¥10泊 111.18:112畑
第2去によれば前かに小鍛の多い品種は秤歩・

合がIJ、さ〈、反動にニれが少いかitは金〈なh

ものは存o_厚いこさそ示す。殊にプールデ:シJ

M.ロシの如きビール奏で位内、外頴共にこのや鍛
þ~多コb"Yコ丸~.

~ 13、軍手め陪薄:さ薄歩合 秤め厚さは次の如〈

肉眼を以て調査した。卸ち、プールデシメロン

s 

種そ標準に玄り、この存の厚ささ略キ同等なる

色のをEざし、これよめ薄いものをIさし、栴
キ厚いものをE、夏に厚いものをlVさし 階級

に分tHこロ而して五ニめ結果さ梓歩合さの関係
をみるさ第3表の如〈である。

第3表蒋の摩積三梓歩合

停の 1'J務 首
且

v・
且

秤参ムム，10 'a9 10.92¥11，65 ¥ 11.85 
第3去に明かな如〈、秤の厚きが槍加するじ

縫って枠歩合も大きい0"
c、出穂期、成熟期の学晩さ梓歩合、燕要時
於ては、平生種は晩生種に比じて蒋歩合t}大き

いさ云t対Lてゐるが、大多iこ於ても同様出穂胡

成熟期共に早い品種程秤歩合以大き〈以下遅れ

るに縫っ;:c械少しτゐ弘事が明かさなっすこoml 
ち、第4哉より、宮地方に於て極〈平生種じAー
する5月末日頃迄に成熟する品種に於ては12.21

5開府歩合~示し、晩生種三思はれる 6月 7 日

-6月10日迄の品種群tこ於ては 0.77'%の稼歩

合そ示して、明かに半生種は晩生韓に比して棺

歩合が大でゐった3併しで成熟期に於て6月"10

日以後の品種群に於τは亦増加t.，;てゐる。
‘第4表出穂明成熟期の早晩さ蒋歩合

出れ|?Ji;iZlZ!:;;:l沼
… !司 1小1141司l副m
I---:-==-晶、ー 一一回一一 ! ーー 干ー'.

I I 1jV t 4/V I 7/V ¥ 
成熱期 |釦/吋 3)vldv|9j~¥混
…卜2.21I川山f10.'77111. 76 
D、位色さ梓歩合、一般に!大遇制ニ於廿ま、宅
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の性色に白味会帯びにもの、或はおJ色めもの褐

色のものさ背味を帯びfこものさがあるが、大別
しT、前三者を白枕4液肴を青粒さに分けてゐ
る。次に粒芭さl秤歩合の聞係を調べて見fニ所、

白f[の梓歩合はJ1.16形、責枇は11.28%で位色

閉』こはほさんど差異は認められない。

E、芽生型玄界歩合巧穿に於ても、小穿さ
淘じぐ要Ff主型(1'y同 of 売，e~dling) に直立型、

伏臥型、中間型がi認めちわる。次にこれさ蒋歩

合の聞係者?見るさ第5去の如〈である口この結

保によるさ、中間型が最大で直立型がこれlこ衣

ぎ、伏臥型が最少さなってゐる0・伏臥型の少い

のは、この型に二保種が多〈含まむている震で

あ必ずt ' 
-!JIo表芽生要吉将歩合

芽生型|直立型|守限引竺臥苧
専拶合% 山 、J|山|叩
F、事芽F鞠の普通型一短型さ車稼F歩E冶量 高橋氏分分、
類の普i遁単型)}.え短型さ秤歩合の開係1そ診見るさ普遁
塞1口1.4叫1，μ4tさ3なり、短型lはま11.4訂7及伊陀さなり、雨者
0)問には全〈差異iはま識められない0

G、千位電三符歩合の縄開 千枇重さ符歩合

汚の相聞係訟を求めて見すこ所T=ー0.3245土0.0明

さなって、僅かではあるが員の相闘かずある挙対 .

認められた。卸ち、~粒の品種は慨して神歩合

1/'小さい'e云へる。

H、費~勢三秤歩合さの相聞 ご燥野生種 .

H 叩onUneum はそのまま橋種しすこ時は6ク

月後に於ても全く費芽せ今、叉、低温風理の効

果も認められなかっt~) 採るに秤及種、泉氏ぞ
'除〈三完全に費等する故、その原因は種+ある

さ靖.t:-.られるが、符及び積ー果皮の惇滞〈強靭性〉

がその一因である井のさ考λ られる。著者はi投

機後、 2タ月 (60日〉に於ける各品種の鷲芽勢

ZE秤歩合さの紺聞を求め¥t見.r-所:r=ー0.4171
土0.0702さなって多少員の相闘が誌められた。

簡も、秤歩合の大きが品穫は牧穫後2ク月位で J

iまその鷲芽勢iま悪て、反撃すに秤歩合の小なる品

有LはJj矢穫後 2~月にでも良〈習を芽する芸品が認め

られる。

1・容積重三梓歩合さの相開 試料が僅少の

量100立方慌の容積重を調べ、これさ梓渉合さの

相聞を調ぺ士結果、相関係数は y=-0.6517土

d.0294ざなり強度の員の細闘が認めら託。即ち

容積重の重いものは、梓歩合小さ〈、容積重の

軽いものは梓歩合が大さなるc故に賞用的には

秤歩合を見な〈ても、大積に於τ容積宣言の曜蚤
を見て、その梓歩合の大，1、は決定出来るものさ
考ハられる。

摘要

1. 本邦、中華、崩州、画~~i'i産のどFル大葬及

び食用大要を含む皮若手195種を材料さして、ル

ッフの方法で梓歩合検定を行ひ、梓歩合三皮~

品種の諸形質ごの聞係に就て調査したロ

2.存歩合は生育、傑件によっても相官藤容され

るが、品種聞にも相官大きい鍾異が認、められ

大。而して、本邦産皮穿は中率、満洲産のもの

さ大憧同様で、猷洲産のものじ上包し、J存歩合が
高い。向、二傑種は内泡‘外国品種共に、六傑

程に上むしτ秤歩合が低い。
3.枇面の横細撤さの聞係与を見るさ、秤歩合の

小なるものは、枕面t二細敏多〈、蒋歩合の本な

るi二梶つτ細織は少ぐなる。
4.、梓の厚さに就ては梓歩合の大なる品種種、梓

は厚〈なる。

5.出穂期及び成熟期の平レ品種在、晩い品種

に比して梓歩合ば大さなった。

6.芽生型、蚊fh秤歩合の簡には殆んど差異F
は認められなかった。

7.千粒重、容積重、故穫後2ナ月日の蜜芽勢三

梓歩合さの問には何れも員の相摘が認められ、

容積重最も強しさえに鷲芽勢、千位重め願。乏な

るロこの結果、容積重によっτ大略蒋歩合の多
少を推定するこさが出来る。

弓j用女献

1・藤田昌自陣費量犬諺鈴明治3品単 2. 松山~.II!l
醇素化泉工業愛集努9'"霊感酵工察長昭和15年
S.結編隊卒.響研究 34怨 ι 武田a七島B
~品碕論大正 6与 5.武田志望、士郎通草作新競
昭和18年 6.近2/'11;太郎良線種子皐昭和11年
τ.近藤lDi太郎殺動議ii昭和14，年 8.こ癌貞
一良及悶第自宅!l''i甥

本質験は大原燥業研究研長延藤博士の命に依

り港仔しfこもので、質~:中種q御指導に預った

見高橋研究員にも種キ御指導に預り、御校聞や

煩したョ舷に深甚の謝意ぞ高irニ先生tこ去す。
本研究は文部省試験研究費による業績の一部

である口絃に部〈謝意を表すロ
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f撞郡水の化学(1)

林

4 河川の水質雨水は捕特な H~O ではな

くt、炭酸ガスや酸素等の瓦斯韓を溶解しで。

わから、地表に濯する~同時に極めて緩艇では

あるtけれども、岩石蟻物等を侵蝕溶解する作用

が始まる白この溶解作用は水が地下や潜め或は

地表-t流れ結局河川さおって梅に注ぐ瞬間迄惜

懐される.qF. W. 'Clar~ーはその著書の中で世界

的著名な河川の水質さ年雨量さから推算しで、

全世界の河川が1年聞に溶解ιτi毎に蓮ぷ瞳分
的量は27倍、屯に蓮するD そしてニの割合で陸地

が溶解されて行〈ならば3高年後じは世界の陸

地は1択低〈なる筈?であるさ計算してゐる。
斯様なわl7で風化作用の結果M水は思ひの外

多量の瞳類を協解しτゐるD 然じこの瞳類の組
域ミ i農度~pち水質は世界7各地のが1m陣!i:\二非常な‘
相蓮があっで、我圃め河川は綿臆的には草骸が

多い反面に炭酸石fR.t;甚f三乏しい特撒を持つτ
ゐる。併し同じ日本の河川同仕でも流域の地質

主性・の相違に依っτ非常民水賀が異るものであ
わて、甚しい揚合には同一柑川の上流さ下流ァ

肢は本流三支流さで金ぐ柑遣する揖合もあるD

一一

熊

本

勝

、
純

)11 水 場 所

1 菊
地
菊池川 菊池郡隈厨町字今村

2 
}?k 『! 也関川 全 会 宇高野滋

3 系 菊池 111 玉名郡玉名町寺匝堰

4 

1自1 
自 111 阿蘇志向水符宇中島

5 黒 }II 企 内ノ牧町

6 系 向 JH 熊本市上流渡鹿寝

7 水前寺湧水 熊本市内 a 

脇立農事訳
8 臨場弁戸水 全

9 線 線
111 

10 水系 線 川 熊本市川葉町鹿児鱗
-銭H民主 ・

川I11¥代邪宮原町上続

12 ~ !l皆川、 球磨郡思旭町字蓮花寺
球 t

18 腐 I!~漣 111 全 111村字新村

1益水1系11 感鹿川全一勝地ttt-I摩地騨前

151 ~ I球勝川八代市鹿児島本欄慣
一 一 一一一
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